
令和 8 年１０月号 

この号の内容

ページ １～2 救急車の適正利用

ページ 3 インフルエンザ感染者が急増

岩沼消防署だより

【広報誌】

ページ 4 職場体験

ページ 5  豪雨時のアンダーパスに注意 

ページ 6  住宅火災予防について 



近年、救急車の出動件数は増加しています。 

救急車は、事故などによる大ケガや急病などで、緊急に病院で診察が必要な

人のためのものです。

あぶくま消防本部では５台の救急車が稼働していますが、緊急性の低い病気やケガな

どでの救急車の利用が増えると、１分１秒を争う事案で到着時間が遅れたり、搬送先が

決まるまでの時間が遅れたりして、救えるはずの命が救えなくなる可能性があります。

尊い命を救うために、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

救急車の適正利用にご協力お願いします！ 
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・＃7119 （おとな救急電話相談）

医師や看護師等が電話口で傷病者の状況を聞き取り、「緊急性

のある症状なのか」、「すぐに病院を受診する必要性がある

か」等を助言します。

開設時間：平日 午後 7 時から翌日８時まで 

土曜 午後２時から翌日８時まで 

日・祝日・年末年始 ２４時間 

・＃8000 （こども夜間安心コール）

対象：概ね１５歳未満の子供の保護者など

開設時間： 毎日 午後７時から翌日８時まで 



 

 

 

 

 

 

救急車適正利用の呼びかけ 

岩沼消防署では、『救急車を正しく使ってほしい！』 

という想いから… 

・救急車の適正な利用の呼びかけ

・心肺蘇生法/AEDの取り扱い体験

・消防車両の展示

などの広報活動を行い、大勢の方に心肺蘇生法やAED の取

り扱いなどを体験していただきました。 

２ 



 

☢インフルエンザ感染者が急増！☢

全国的に、例年より早くインフルエンザの感染が拡大しています。インフルエ

ンザの予防には、ウイルスの侵入を防ぐ 「日常的な予防策」 と発症や重症化

リスクを抑える 「ワクチン接種」 の組み合わせが効果的です。

インフルエンザを予防する５つのポイント

① こまめな手洗い
外から帰ったら、石けんでしっかり手を洗おう！

② せきエチケット
せきやくしゃみが出るときは、周りに配慮しよう！

③ 十分な休養・栄養
しっかり睡眠をとり、バランスのよい食事を心がけよう！ 

④ こまめな換気
屋内では定期的に換気を行い、空気を入れ替えましょう。 

⑤ 予防接種
インフルエンザの発症や重症化を防ぐために、予防接種を受けましょう！

ワクチンの効果が十分に得られるまでには、接種後およそ２週間かかるとされ

ていますので、計画的な早めの接種が大切です。
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岩沼市内の中学生による職場体験 

４ 



 

 

５ 

近年、全国各地で局地的豪雨（ゲリラ豪雨）などにより、道路や鉄道等の下を通る 

アンダーパスで短時間のうちに冠水が発生し、人命に関わる重大な事故が発生しています。

日ごろから道路状況に留意し、大雨や台風の際には十分ご注意ください。 

豪雨時のアンダーパスに注意 

あぶくま消防本部管内のアンダーパス箇所 



６ 

７
これからの時期、空気が非常に乾燥し全国的に

この時期になると、火災による死者が多く発生し

寝たばこは、 

絶対にやめましょう。 

ストーブの周りには、

物を置かない。 

家の周りを 

整理整頓しましょう。 

ライターやマッチを子供の

手の届く場所に置かない。 

調理中は、こんろから 

離れないようにしましょう。 

コンセントの掃除を

心がけましょう。 

住宅用火災警報器を寝室、 

階段に設置し、定期に作動 

確認しましょう。 

寝具類やエプロン・カーテン 

などは、防炎品にしましょう 

万が一に備え、消火器を設置し 

使い方を覚えましょう。 

ご近所同士で声をかけ合い 

火の用心を心がけましょう。 

ＳＴＯＰ！ 住宅火災 

※ 地域の皆さんが一丸となって、火災予防に取り組み、安全、安心な
地域づくりを進めていきましょう！

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




